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日程  2014年12月26日(金)～29日(月) 
 
場所  韓国 浦項市サッカー場(人工芝３面) 
 
参加選手  18名(新３年9名・新２年9名) 
 
参加スタッフ  5名 
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目的 
 
○すべてのユース選手に海外を体感させる 
 
○日常とは違う環境で経験値を上げる 
 
○新シーズンに向けての競争と交流 
 
○個人、グループの強化 
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○日常とは違う環境で経験値を上げる 
  ・浦項ソルリン大学センターの寮に宿泊。 
  ・寒さなどの環境や食事等。 
 
 
 
○新シーズンに向けての競争と交流 
  ・Aチームに入るべく、必死にアピール 
  ・寝食を共にすることで普段以上にコミュニケーション 
 
 
 
○個人、グループの強化 
  ・毎日一人当たり120分以上。 
   選手によっては150分出場も。 
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試合結果 
 
 
27日 
セレッソ大阪A ３－４ 浦項スティーラスＵ１８ A 
                B １－３ B (30×2) 
 
28日 
セレッソ大阪A ５－１ 大邱Ｕ１８ A 
                B ３－０ B (30×2) 
 
29日 
セレッソ大阪A ２－０ 尚州尚武Ｕ１８ A  
                B １－３ B (45×1) 
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成果と課題 
 
 
 
○ボールを握ることが出来た⇔競り合いになると弱さも 
 
○攻守にハードワーク出来た⇔雑な部分も 
 
○チームとして連動性は向上した⇔個人の質、判断 
 
 
 
 

今後のTRでサッカーの質を上げていく必要がある 
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